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  (a) 原則ベースであるもの。 
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  (b) 報告意見書（RS）よりも短く合理的なもの。 
  (c) ナラティブ報告書に関する最近の最適実務の発展を反映するもの。 




  ●  高品質のコーポレートガバナンスおよび報告を推進することを目標とし、高品質の戦略報告
書の作成を奨励することでこの目標を達成する。 
  ●  戦略報告書規則による主な変更点は会社に年次報告書の一部として戦略報告書の作成を義務
付ける。 
  ●  企業が簡潔で目的適合性あるナラティブ報告書を作成する場合に、本指針案は促進物
（catalyst）の役割を果たす。 
  ●  指針案は国際統合報告フレームワーク案と類似の質的特徴と内容を奨励する。 




















































  ●  指針案は強制力のない最適慣行として機能すること。 
  ●  指針案は取締役を対象に上場会社に向けて作成すること。 
  ●  本指針案の目的は年次報告書を株主に目的適合性あるよう奨励すること。 
  ●  本指針案は年次報告書の配置原則として「コアと補足」アプローチを提言すること。 
  ●  本指針案は戦略報告書をナラティブ報告書の重要な部分と位置づけること。 




NO. タイトル 概要 

































































































・The Act ｓ414C 














略号：The Act＝The Companies Act 2006，The Code＝2012 UK Corporate Governance Code，DTR＝Disclosure 
and Transparency Rules，LR＝The Listing Rules of Financial Conduct Authority，SI2008/410＝The Large 
and Medium sized Companies and Groups (Accounts and Reports) Regulations 2008 no.410 as amended 








  a) 財務諸表の背景を提供する 
  b) 株主に企業の過去の業績分析を提供する 











 ● 戦略報告書は公正かつバランスの取れた理解可能なものであること。（para.6.6） 
 ● 戦略報告書は簡潔なものであること。（para.6.11） 
 ● 戦略報告書の情報は、適切な場合には、将来志向を持つこと。（para.6.16） 
 ● 戦略報告書は企業固有の情報を提供すること。（para.6.19） 
 ● 年次報告書の別の部分で示される情報との相互関係または相互依存（リンク）をハイライ
トすること（para.6.21）。 





























































































































  (a) その定義と計算方法 
  (b) その目的 
  (c) 基礎となるデータの源泉 
  (d) 設定された重要な仮定 




































  (a) 環境に関する事項（企業ビジネスの環境への影響を含む） 
  (b) 企業の従業員 
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  (a) 会社取締役の性別の人数 
  (b) 企業のシニアマネジャーの性別の人数 
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